
KKJインタビューのまとめ-KKJを振り返ってそして今

佐藤綾子

(sFC研究所)

1.インタビューの目的

KKJは京都大学 と慶庵義塾大学井下研究会 とが合同で,電子掲示板によるオンラインと2泊 3日のオフラインに

よる合同ゼ ミの形で行われた｡学生が自ら授業を作 ってい くというスタイルが とられたために,教師 (スタッフ)

による指示や介入はほとんどないものであ り,必要な場合のみア ドバイスするというものだった｡

交流の始めは電子掲示板を使い自己紹介や授業の報告などが行われ, 2泊 3日の合宿に向けての話合いやそれ

ぞれの関心あることが投稿 された｡ そ して 2泊 3日の合宿では,学生自らが話 したいテーマを決め,話 し合いをす

るスタイル (小グループで話すか全員で話すのかなど)やスケジュールを決め,議論が行われた｡またレクリエー

ションは各自自由に過ごすことになり,そのような時間が設けられた｡そ して合宿後は再び電子掲示板に戻 り,合

宿の感想や授業の報告などが行われた｡合宿直後に書いてもらったアンケー トでは,多 くの人がKKJについて ｢よ

かった｣ としていた｡ しか し直後の感想文では ｢何かわからないけど楽 しかった｣,｢言葉 にするのは難 しい上

｢何かを得たと思 うけど,それが分からず戸惑っている｣,｢よく分からなかった｣などといった意見が多 くみられ

た｡そこで,合宿直後は言語化できない状態であったが,半年近 く経った11月の時点で もう一度KKJを振 り返って

もらうことにより,唆味であったものを少 しずつ明確化する場 として,個人インタビューを行 うことにした｡

2.インタビューするにあたって

2.1 プレ ･アンケー トの実施

インタビューが行われる前により記憶 をたどりやす くするために,アンケー ト配布 し記入 してもらった｡

秋学期の井下研究会継続者に対 して

日 時 :1999年11月30日 (火)

場 所 :井下研究会

方 法 :研究会の時間内に記入その場で回収

対象者 :KKJ参加者 9名 (当日欠席者 1名メールにて回答)

継続 してない者に対 して :

依頼 日 :1999年11月30日 (火)

方 法 :･アンケー トを手渡 しし回収箱-

･メールにて記入 して返信

対象者 4名

2.2 アンケー トの構成

アンケー トの構成にあたって,合宿直後の感想で ｢よくわからない ものだった｣ という意見が多かったことも

あ り,KKJを分割 していきそれらの関連性などを考え,最後インタビュー対象者が自分なりにKKJをまとめてい く

作業をインタビューの場で行 ってもらうことにした｡よってインタビューを行 う際用いる,プレ ･アンケー ト自体

その構成に従い,今現在,秋学期の研究会やプロジェク トなどの係わ りを聞 きながら徐々に,KKJと絡めて,KKJ

自体の質問に入っていった｡KKJを合宿,掲示板,掲示板 と合宿の関係,KKJと研究会の関係,KKJと春学期の研

究会全体について問 うといった質問構成にした｡(参考資料 1)

A)今現在に関する質問

･現在参加 しているプロジェク トに関 して

･現在のKKJ参加者 との交流について

･秋学期の研究会と春の研究会の比較 など
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B)KKJ合宿に関する質問

･印象に残 っていること

･話 されたテーマに関すること

･仲間意識 について など

C)KKJ掲示板 に関する質問

･発言に関すること

･掲示板のメリッ トとデメリット など

D)KKJ掲示板 と合宿に関する質問

･合宿前 と後での掲示板の違い

･合宿 と掲示板での感 じ方の違い など

E)KKJと研究会の関係 に関する質問

･研究会として参加 したことでの井下研究会内部の影響 など

F)KKJだけでな く,春学期の研究会活動全体に関する質問

･研究会にコ ミッ トで きたか

･KKJで学べたことと研究会で学べたことの関連性

･研究会で学べたこと など

G)今後について

･今後挑戦 してみたいこと

･次回のKKJに向けての提案

(最後ス タッフに質問 してみたいことがあったら記入 して もらう欄 を設けた)

井

3.インタビューの方法

3.1 インタビューの概要

インタビューの期間,場所,対象者,時間は下記の とお りである｡ インタピュアは主に佐藤が行い,インタビ

ュー実施回数10回の内 4回が尾淳 と佐藤 2人で担当 した｡

期間 :1999年12月3日 (金)から12月17日 (金)

場所 :K308共同研究室

対象者 :12名 (内 2名合同-2組)

KKJ参加者のうち2名は事情 によりインタビューを行わなかった

時間 :1時間半か ら2時間程度
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3.2 インタビューにおける録画ビデオと写真の活用

インタビューの際,語ってもらう時の素材 としてビデオと写真 を用いた｡写真はKKJ合宿の時のもので,合宿

から少なくとも6ケ月は経っているので思い出す作業に役立つと思われた｡ ビデオは合宿の際,最後のセッション

で,インタビューを受ける人の ｢ひとり一言の場面｣を用意 した｡その時 ｢どのように感 じながら話 したのか｣そ

してそれを ｢今見てどう思 うか｣を聞いていった｡

3.3 インタビュー最後のまとめの作業

インタビューの最後で,｢KKJを誰 も知 らないひとに説明するとしたら,なんて言いますか｡ 自分の表現で答え

て ください｣ という投影法的手法の質問形式を用いた質問をした｡インタビューで語ってきたことをもう一度,舵

合する時間をとることにした｡その際あ くまで も,自分の表現で自由にまとめてもらった｡

3.4 インタビューを行 う際の留意点

まず インタビューを行 う際注意 した点は,彼 らの体験や感 じ方が否定的なものであっても,肯定的なものであ

っても,インタビュアーは共感的に理解することにつとめた｡ 感想文からも ｢こころとこころが ぎゅ-んと触れ合

う感 じ｣,｢パニ ックに陥った｣,｢不安や自己批判｣という言葉が書かれていて,個々にとって自分の内面に触れ

る体験をしている場であったことは推測できた｡逆に ｢あとから振 り返って,結局なんだったのか｣といった感想

も多 くあ り,唆昧さが残 り,消化できない状態が続 き,唆昧さゆえに不満 として残っている部分が見 られたのでそ

れらの部分を丁寧に聞 くと同時に,KKJの体験 をその場限 りで終わらせるのでなく,より継続性を持たせることを

心がけ,｢KKJが行われていたその時はどうだったのか｣,｢今はどう思 うか｣ といった具合に聞いていった｡ そ し

て,それらの体験 を ｢今 にいかせる ものではないのか｣ という点に気 を配 りなが ら質問をしていった｡ 例 えば

｢KKJでの話 し合いは,あの場だったからこそできた｣ という発言が出たとしたら,｢今の研究会ではできないもの

なのか｣,｢なぜできないのか｣などKKJでの体験を素材 にしながら,個々のものの接 し方や考え方のパターンを考

える場になるよう心がけた｡

3.5 インタビューの分析のポイント

先に述べたように,KKJ合宿は個々にとって内面に触れる体験でもあった｡また目標や目的を与えたものでな く,

自由であ り,学生が自らつ くってい く場であったために,ほとんど教師 (スタッフ)の介入がないものであった｡

環境面からいっても, リゾー ト地であ り,日常生活とは違 う空間でリラックス した雰囲気で話 し合いがで きる場で

あ り,またそこでは2つの大学間を通 して,お互いのグループまたは個人として新 しい出会いの場であった｡その

ような意味で,非構成化 されたエ ンカウンターグループと似ている部分があった｡ さまざまなところで,エンカウ

ンターの応用 として,治療 目的でなく,教育の現場でも多 く用いられているのが見受けられる｡ KKJにおいて,実

際にインタビューからも,｢よく生 きる｣というテーマで話 し合いをしている時 ｢話 していた人や聞いていた人が

涙 ぐんでいた｣ といった話がでた｡エンカウンターグループに近いことが起 きたことがわかった｡ それらの内面に

触れる体験ができる場 も貴重であ り,重要であ りKKJも個々にとって深い体験ができる場 として成 しえたことはス

タッフ側にとっても発見であった｡ しか し研究会や授業の一環で行われたものであ り,教育の現場や授業そのよう

な要素を導入 した時に大切なことは,｢感情 と知的洞察力のバランス｣ではないかと思われる｡ また ｢個人として

の体験 とグループや他者に対 しての体験のバランス｣が重要でないかと思われた｡また体験で学んだことや感 じた

ことが どれ くらい持続性があるものなのかという点 も重要であると思われる｡エ ンカウンターグループではよく,

"その場限 りの体験で終わって しまう" と言われる｡それらの体験 をより持続性 を持たせるためには,準備段階か

らの関係作 りと継続的なサポー トが必要だと思われる｡KKJでは,合宿での体験学習と準備段階からの関係づ くり

と継続的なサポー トとをつなぐものとして電子掲示板があ り,より継続的な体験 となるための重要な役割を果た し

ているのではないかと思われ,またこれから,そのような活用の仕方が可能なのではないかと思われる｡そこで,

インタビューでは ｢合宿だけだったらどうだったか｣,｢掲示板だけだったらどうか｣ という質問をしそれらの可

能性 を探ることにした｡

4.インタビュー結果から

4.1 インタビュー結果のまとめ方

インタビューで語 られたものを,表4.1のように個人個人の発言ごとにまとめてみた｡個人個人のまとめは,掲
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載に同意 して もらった人の ものを資料 として別紙につけておいた｡(参考資料 2)また,慶庵義塾側参加者の発言

を統合 したものとして,表4.2のようにまとめてみた｡ (参考資料 3)学びには ｢学べたこと｣ と同時に ｢学べなか

ったこと｣ も含 まれている｡またインタビューの中で本人にとって学びだと思われたもの も入れている｡

感情 掲示板(合宿前) 合宿 掲示板(合宿後) 研究会 現在

KKJ

グループ又は他者

個人

KKJ全体

学び KKJ

グループ又は他者

個人

KKJ全体

(表 4.1)

感情 掲示板 KKJ ※発言内容から分類 (発言)(発言)

学び 掲示板 KKJ コミュニケーション共同作業 (発言)

(表 4.2)

4.2 インタビューのまとめから

インタビューのまとめから多 く語 られた発言を挙げてみた｡

発言 1:｢KKJにたい して目的がわからなかった｣

｢KKJにたい して目的がわからなかった｣,｢不安感上 ｢戸惑い｣などが語 られた｡

発言 1:の考察

非構成化 されたエ ンカウンターグループの初期段階の不安に似た体験だと思われる｡その不安感は時 としてフ

アシリテ一夕に向かい,フアシリテ一夕は何をしているのかということになることがよく見 られる｡KKJで も,冒

的 も与えられなかったために,目的が唆味である不安感が初期の段階からみられ,それが最後まで継続 して しまっ

た人 もいた｡｢先生は何 を考えているのか｣と言った意見や ｢意図は何か｣とい う意見が多かった｡合宿の場で学

生がテーマごとに分かれて,議論 を しているところに教師 (スタッフ)が介入せずに,見ていたために ｢観察 され

ているという意識｣を感 じさせて しまうひともいた｡

慶歴義塾側では学生達は日頃コンピュータに多 く接 している｡ それだけにコンピュータを利用 した交流で,誤

解 された経験や誤解 した経験 を聞いた り,体験 した りしている｡またメールなどを利用する際に,簡潔に書 くなど

作法的ことを日頃注意 している分,電子掲示板での交流では,｢抵抗感がある｣,｢誤解 されるのがいやだ｣,｢深い

話はで きない｣ という発言が多 くあった ｡ また合宿やグループワークなどを日頃から多 く行 っているために,京都

大側が目的として持っていた ｢合宿 をつ くってい く｣ ということに,目的を定めることもで きないでいたように思

われる｡KKJの掲示板 と合宿 を使 った合同ゼ ミは井下研究会にとって初の試みであった｡ しか し要素をとってみる

と, 日頃か ら接 しているものであるために,様々な視点で見れるものであったが,逆 に要素がた くさんあったため

に, どこに自分 自身の視点をもってい くか唆味になって しまったのではないかと思われた｡また何 も目的が言われ

なかったために,先生の視点はどこにあったのか気になって しまったのだと思われる｡

発言 2: ｢枠があった｣,｢上から与えられたもの｣
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KKJについての発言や,アンケー トの ｢最後に,みなさんの方からスタッフに質問 してみたいということがあ り

ましたら,お書 きください｣ という部分で多 く語 られた｡

発言 2の考察 :スタッフとしても初の試みであったため,途中で任意の参加から研究会全員で参加 という方向

を変えた経緯もあ り,学生側に気持ちの上で混乱を招いたこともあった｡ スタッフ側 としてち,明確な目標があっ

てそれを学んで欲 しいというものでなく,自由に行って欲 しいと考えていたが,そのような行 き違いから,｢枠が

あった｣,｢上から与えられたもの｣ という意識があったのだと思われる｡スタッフ側で,枠はどこまで決めるべ

きなのか,どこから学生に任せるのかは予め十分考慮する必要があった｡ しか しながら,｢学生主体で自由に学ん

で欲 しい｣ というものでありながら,学生側は ｢枠があった｣ と感 じるところで,スタッフ側と学生側共に自由で

あることの難 しさを感 じるものであるとともに,学生はまだ自分から学ぶというよりは与えられるのを待つという

姿勢を伺わせるものであった｡

発言 3:｢井下研のアイデンティティが難 しくなる｣

井下研究室 として参加 しているので,｢井下研のアイデンティティが難 しくなる｣,｢ホームグランドが無い前に

合宿にいったので,どうしていいものか｣ といった意見が研究会に入って間もない3年生から出てきた｡

発言 3の考察 :

慶磨義塾側は,KKJに研究会として参加 したのだが,インタビューにおける発言の中で京都大学の人に関 して語

られたことが非常に多かった｡ 印象に残 った発言を尋ねると,京都大学の人の発言が多 く,仲間意識に関 しても

KKJを通 じて,井下研究会としての団結力や仲間意識を強めるというよりは,むしろ京大側 もしくは京大の個人に

目が向けられた｡ 4年生は井下研究会として既に,ある程度の基盤ができているが,3年生にとっては研究会に入

ったばかりであ り戸惑いもあったのだと思われる｡

発言 1.2.3を通 じて

研究会として参加する以上は,次回のKKJにおいては,適度なインス トラクションを与え,導入部分は気をつけ

る必要があるように思われた｡それらを十分行ってこそ,学生自身が自由に安心 して,KKJに参加できるのだと思

われる｡適度なインス トラクションなしには,かえって意図があったと思われ,彼らに不安感を与えてしまう｡

4.3 インタビューからみた個人

KKJの体験は,感 じたことや,気付いたこと,考えたことを,行動や意識などに現れている人もいれば,留 まっ

てしまっている人 もいる｡以下の表は表4.1から個々の変化の一部を表 したものである｡参加者を合宿前の掲示板

の頃,合宿,合宿後の掲示板,現在 と水平軸を追って簡単にまとめた｡(プライバシーの保護のため発言の一部を

変えている｡)

1.現在なら意味付けができると思えた人 (3年女)

掲示板 合宿 掲示板 現在

･掲示板での議論 に抵抗 ･井下研 としてのホーム ･かやの外 にいる感 じを ･今 なら意味付 けはで き

感 グラン ドがない まま､新 最後まで､貫いた る掲げられた目標でな く､

･かやの外にいる感 じ しい人 との交流があ り戸 納得い く目標で

惑った ･次 回のKKJでは､経験

･KKJの目的は何 なのか 者 と未経験者が交 るか も
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2.自分のスタイルでKKJに参加 した人 (4年女)

掲示板 合宿 掲示板 現在

･最初か らプロジェク ト ･言葉の問題で戸惑いが ･途 中で帰 って しまった ･KKJはあいの りに似 て

に参加 したわけでないの あった ので､口が挟めない ○ み い る○全 く知 らない よ く

で口が挟めないo 核心 に ･京大の人が本気で話 し んなが共有 している何か わか らないけ ど､同 じバ

触れず存在感だけ残す 合いの場でつつこんで く は大 きい ス に乗 って､ どっか に向

･個性 を知ってもらう れたのでうれ しかつた ･ビデオなどで､後でみ けて旅 を してい る〇 日的

･本音で話 したか ら､泣 た ところで､キャッチア 自体 も分 か らない け ど､

いているひ ともいたのだ ツプで きない○余計悲 し お互 いの ことを理解 しよ

ろ う くなる うと してい る○共 同作業

3.自分な りのテーマを持 って参加 した人 (2年女)

掲示板 合宿 掲示板 現在

･抵抗感があった ･気持ち的に熱かつた ･掲示板 に対するおつ く ･今思 うと自分 の姿が信

･相手 もこちらも身構 え ･最初 は異文化交流がテ う感はな くなった じられない

ていた -マだつたが意識 しな く ･チ ャッ トルームな どを ･アメリカに留学 した時､

なった 積極的に使った 台湾人 と友達 になった感

･京大の人 と同 じテ ンシ 覚に似ている

ヨンになっていて､いつ ･学 んだ とい う意識 はな

4.合宿後研究会について話合った人 (3年男)

掲示板 合宿 掲示板 現在

･興味 と義務感 ･何かかたちに してやろ ･井下研究会内部の相談 ･KKJに関 してあ る程度

･KKJは上か ら与 えれ ら うそ こか ら得てやろうと を京大の人に した り､京 ガイ ドが必要

れた いう意識があった 大の人との交流が続 く ･なんでそ こまで片意地

･京大の人に自分 に近い ･井下研 として中が固 ま 張 って頑張 らな きやいけ

ものを感 じる る前 に他の グループと交 なかったのかと今思 う

流 したことで､井下研 の ･今で もあ ま りよ くわか

アイデ ンテ ィテ ィが難 しくなると感 じた らない
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5.自分 を変えて しまうほど影響がない人 (4年女)

掲示板 合宿 掲示板 現在

･目標が見えなかった ･関東 と関西の違 い につ ･掲示板 をあ ま り使 って ･KKJは よ くわか らない

･合宿 さえ参加すればい いて話 した ないので､あ つて もな く もの だか ら､他 の人 も戸

い と思っていた ･ぼけ とつ つこみの コ ミ て も変わらない 惑 つちやったのでないか

ユニケ-シ ヨンに苦労 し ･KKJが 自分 を変 えて し

た まうような影響はない

6.KKJの経験が心 に残 った人 (3年女)

掲示板 合宿 掲示板 現在

･関心があるわけでなか ･本当にこころ とこころ ･掲示板が合宿の後の方 ･KKJでの体験 は 日常性

つた の触れ合いを感 じた が暖かみをもって きた 格 で忘 れ ち ゃうo普段 は

･KKJの カテ ゴリーに掲 ･自分の心が どう動 いた 出そ うと思 わない し､語

示板が含 まれてい る と思 か表現 しようと している ろうと思わない

わない 時 ･KKJは学 んだ とい うよ

7.いまだ未消化の人 (4年女)

掲示板 合宿 掲示板 現在

･目的がわか らなかった ･発言 しない ことに疎外 ･合宿で話 した人 とは話 ･い まだ にKKJはなんだ

･場 を与 え られてや りな 感があった す つたのか よくわか らない

さい という感 じが した ･グループに分 かれ､話 ･交流 もしだいに途絶 え ･翻弄 された

し合いが終 わ りその グル て しまった ･目標 が わかん なか つた

-プ も解散す る と仲 間意識 も崩壊する感 じがする･京大 の人 の話 で ､ ｢発言 しない人 を殺すのではな く､聞 く努力 を しなければな らない｣ とい う言葉 に ｢そおゆ う考 え もあるのか｣ と気付 きを得 る か ら話題に した くない
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8.現在の行動にKKJの経験をいかしている人 (4年男)

掲示板 合宿 掲示板 現在 .

･運営者のひとりとい う 一運営に手一杯だった ･京大の人 との交流 は続 ･授業で､ 自分が ひっぱ

自覚の もとに､KKJをつ ･京大の一歩ひいてみて く つていかず､運営 とか し

くつてい く意識があっ-た いる人 と話 しを して､引 よい こまず､いろい ろな

･話の乗 っかるとい うよ いて見れなくてショック 人 に任せ てみて､その人

りは提案する ･予想 をたてた範囲内で た ちの成長のため に自分

枠 か ら出てない､わ くわ は どう した らよいの か○

くとか面 白み とか な く､ グループ全体で どうした

合宿が うま くいった安堵 らいいのか を考 えて行動

9.内面の継続性のある変化あった人 (4年男)

掲示板 合宿 掲示板 現在

･掲示板があることで確 ･就職活動でずつとして ･合宿後の掲示板での交 ･現在参加 しているプロ

かにやつている感 じは し きた話 し方 に奔走 してい 流はあまりしていない ジエク トで内面 の話 を し

た た て､ み ん な を理解 で き､

･論理的に書 く､考 えを ･内面の話がで きなかつ 自分 も表現 で きた と き､

まとめない といけない と た KKJでみんなこうゆ う感

思っていた ･京大 と慶応の違いばか じだったのかな と感 じい

10.研究会を変えた人-1 (3年女)

掲示板 合宿 掲示板 現在

･もともと合宿 な どに輿 ･言葉の問題で戸惑いが ･ ｢合宿楽 しかつたね○｣ ･新 しい研 究会で 自分 を

味があ り全力で頑張った あった のメールで終わったこと 生かせてる

･議論 になっていたらと ･KKJにおける合宿や掲 は残念 ･井下研 で学べ る ものは

りあえず何か書 くように 示板の位置付 けや関連 な ･以前か ら思 っていたこ 今は保留にしてお く

した どについて自分 な りの考えをもっていた･プレッシャーになっている部分 に触れ られ､限界にきて しまった とや､京大か らの刺激があ り､研究会 と自分や周りについて考 えたo これか ら自分のいい ところを伸ばしたい
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ll.研究会を変えた人-2 (3年女)

掲示板 合宿 掲示板 規在

･KKJは上か ら与 えられ ･当た り前 と思 っていた ･自分の方向性 について ･今 な ら研 究会 とKKJを

た もの ことが京大の人 と出会い 考 え､研究会 を変 えるこ 関連付けることがで きる

･KKJに対 して漠然 とした不安感があった 当 た り前 で な い こ とに気付 くo これか らどうしよう とにする ･KKJはよい経験だった

12.誕生会をしてもらった人 (3年男)

掲示板 合宿 掲示板 現在

･興味ある存在でなかつ ･発言が認め られなかつ ･他人 にとつては合宿後 ･み んなにプラスになつ

た た らとい う不安 を持 ちな の掲示板 は有用 o 自分は たので人 に何 か してあげ

･メールに抵抗感があっ が らも話す努力をした 利用 してない たい

た ･誕生会 を して もらった ･人前で発 言す るのが苦

5.KKJの体験を継続性のあるものにするために

5.1 インタビューの場の活用

今回のKKJが個人の内面に触れる場 となった人 もいたことは,インタビューからも明 らかになった｡今後KKJを

行 う際 も,その可能性があるものとして十分考慮する必要がある｡ インタビューで も,｢議論 として相手の意見に

対 して考えを述べる場であったとしても,その意見が否定 されたら,自分 自身に対 して否定 された気分を味わって

しまう｣という発言 もあった｡そのインタビュー後,｢話せてよかったです｡楽 しかったです｡｣と言 っていた｡

そのように感 じて しまった否定感 を和 らげる場 として,またKKJでの体験をその後の行動や意識や感情面において,

継続性や変化 もたせる場 としてインタビュー自体 もプログラムの一環に考えKKJとするとよいのでないか と思われ

る｡

5.2 継続性 をもたせるための掲示板の利用

先に述べたように,KKJでの体験 を継続 させるために,掲示板の存在は有効でないかと考えていた｡確かにイン

タビューからも合宿後の掲示板では,｢連絡をとりたい｣,｢掲示板がなかったら交流がなかった｣ という意見があ

り,交流 という意味では有効であったと思われる｡合宿後投稿件数 も増え,｢掲示板に対する抵抗感がな くなった｣
という意見があげられた｡ しか し,｢合宿の掲示板では後で議論を続けようというようなものではない｣,｢楽 しか

ったねのメールが盛 り上がったが,後に続かな くて残念だった｣という意見 もあ り,KKJの体験 をその後にいかす

場 として十分だったとは言えない側面があった｡ 初期の段階では,慶磨義塾側の人が ｢京大の掲示板 に書 き込みに

くい｣,｢全然知 らない人だか ら,違 う風にとられたら怖い｣ という意見が多 くあった｡その対応策 として ｢共通

課題は,あえて強制的にしか も同 じ課題でするとみえて くるものがあるかもしれない｣ という意見 もあった｡掲示

板に共通課題 という欄があったのだが,この部分は今回実際利用 されなかった｡初期の段階で多 くの人が抵抗感が

あるようなので,導入として共通課題を与えてみるというの も,検討をしてみる余地があると思われる｡

5.3 プログラムされない共通課題の重要性

掲示板において,｢共通課題を与えてみるということを検討する必要性｣を書いたが,合宿において,偶然の共

通課題があ りその結果 ｢一体感を得た｣という意見や,｢京大の勢いに飲 まれていたのに,意見を尊重 して くれた｣,
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｢誕生会が印象に残った｣ という意見が多 くインタビューで聞かれた｡ 偶然の共通課題 とは,2日日の夜,当日誕

生 日の慶庵義塾側 3年の男子に対 して,誕生会をどのようにするかということを,本人には気付かれないように京

都大学側 と慶摩義塾側 とが一緒になって決めるというものだった ｡ 合宿で自然 とそのような雰囲気が作 られていっ

たのだが,プログラムとして組まれたものでない,偶然の共通課題の重要性 も強 く感 じさせるものであった｡

6.まとめ

KKJの体験型の授業は初の試みであ り,検討を要する部分はあったが,その部分は検討するとしても,合宿での

体験に対する感 じ方や考え方はその体験 した個人の特徴をよく表 していたように思われた｡それだけに,その体験

は良 くも悪 くも本人の心のどこかに残るように思われた｡体験型の授業の経験を "その場限 りで終わる=のでなく,

より個人の成長に広が りを見せるものとして,KKJにおいては掲示板の存在が有効であるのでは思われたが,実際

はまだ十分活用 しきれていなかった｡合宿前の導入の頃 ｢KKJをやっている気が した｣であるとか,｢きっかけづ

くり｣になったとか,｢掲示板があってよかった｣ という意見 も多 くあるので,利用の仕方を検討すればもっと有

効に活用できるのではないかと思われる｡今回は合宿後の掲示板はあまり利用されず,その場限 りで終わった人 も

見 られた ｡ 掲示板で継続性を持たせることが難 しかった分,インタビューでは,｢その時 どう感 じたか｣,｢今 どう

思 うか｣,｢いかせるものではないのか｣を心がけて聞いていった ｡ インタビュー後 さらに,個々に広が り持つこ

とを期待 している｡また学生が個人の中でその広が りを持たせるためには,｢KKJで感 じられたこと｣,｢感 じられ

なかったこと｣,｢学べたこと｣,｢学べなかったこと｣を,応用する場が必要であるように思われた｡慶庵義塾側

では研究会として参加 したため,今なお新メンバーを加えながらも井下研究会は存続 している｡また,井下研究会

の任意参加の新 しいプロジェク トの存在 もある｡ 個々の意識の持ち方で,KKJと全 く同 じスタイルでない,応用の

場 としての研究会やプロジェク トを活用で きるのではないかと思われる｡その応用の場がKKJの後 もあることの重

要性を考える必要があるように思われた ｡
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参考資料 1 KKJインタビュー ･プレアンケー ト

実施 日 :11月30日 (火)

場所 :井下研究室

-99年春学期に行われたKKJについて12月の上旬にインタビューを行います｡

それに先だって,い くつか質問 しますのでご回答 よろしくお願いします｡

当てはまるものに○を ( )には自由に記述 してください｡

学年 ( 年)氏名 (

A)今現在について質問 します｡

1.今,参加 しているプロジェク トはあ りますか｡あると答えた人はそれはなんというプロジ

ェク トですか｡その名前をお答えください｡

(∋ない [質問A3-] (参ある (

2.そのプロジェク トとKKJにおいての係わり方に違いがあ りますか｡

(

3.KKJを思い出し話題にする時はあ りますか｡どんなときですか｡

(

4.-99年秋の研究会と春の研究会の進め方に違いがあ りますか｡

(

5.個人的にKKJに参加 した京都大学の学生やスタッフとの交流はありますか｡

①ない (参ある

B)KKJ合宿についてお聞きします｡

1.-番印象に残っていることはなんですか｡

(

2.自分の話 したことで,印象に残っていることはありますか｡

(

3･他の人が話 したことで,印象に残っていることは-あ りますか｡

(

4･話 されたテーマは覚えていますか｡そのテーマは何ですか｡

①覚えてない (参覚えている (

5.仲間意識はありましたか｡

(∋ない (参ある

C)KKJ電子掲示板についてお聞きします｡

1.どの くらいの頻度で見にいきましたか｡

(∋よく見た ②たまに見た (参あまり見なかった (彰全然みなかった

2.発言はどういう時に行いましたか｡

(

3.掲示板を使ったことのメリットとデメリットはなんですか｡

メリット (

デメリット (

4.掲示板上で交流の場が確保 されたことで,KKJプロジェク トにに参加 している感 じが しま

したか｡

(手強 く感 じた (参やや感 じた (参あまり感 じなかった ④全然感 じなかった
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D)KKJ掲示板 と合宿の関係 について質問 します｡

1.掲示板での交流の場が確保 されたことで合宿前,合宿後でメリットがあ りましたか｡

合宿前 (

合宿後 (

2.掲示板の交流.がなかった場合 とあった場合で違いがあったと思いますか｡

(

3.掲示板での意見交換 と合宿での意見交換 をしている時に違いを感 じましたか｡

(

E)KKJと研究会 との関係 についてお聞 きします ｡

1.春学期 に研究会 としてKKJに参加 したことで どんな影響があったと思いますか｡

(

2.通常の研究会の展開において,inokenではオンラインによる交流があ りますが

それについてどう感 じましたか()京大 との間とで違いはあ りましたか｡

研究会 (

京大間との差 (

F)KKJだけでな く,春学期の研究会活動全体 についてお聞 きします｡

1.研究会活動 に充分 コ ミッ トで きましたか｡その理由はなんですか｡

① とて もで きた(参まあ まあで きた③あまりで きなかった④全然で きなかった

理由 : (

2.研究会活動 を通 じて学べたことはなんですか｡

(

G)今後 について

1.これか らの研究会活動 において挑戦 してみたいことや希望はあ りますか｡

(

2.次回KKJが行 われる時 こうした方がいい といった意見はあ りますか｡

(

以上あ りが とうございました｡

最後 に,みなさんの方か らスタッフに質問 してみたいということがあ りましたら,お書 きくだ

さい｡
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参考資料2 掲示板 (前) 合宿 掲示板 (級) 研究会 現在

感情 KJJ ･別々の掲示板だったので相互交流ができなかったグループ叉は他者 ･あまり感情を出さない人が､ある人の個人的な話 を受けて､自分の弱い部分を表面に出せるのがよかつた･運営 してい く人に仲間意識があ り､4年生として､合宿を通 じてみんなに成長 してもらいたいという思いが共通 していた ･より多 くの人 と交流が持てたということは良かつたけど､研究会同士の短い太いパイプがなかった･3年生の間で信頼感がなかった

個人 ･顔を知らない人の行動を報告 ･引いて見ることができな くてショック ･最後の一言を見て､最初から予想 された

されてもコミットできない 実際動かすことで精一杯o表面的な反応 と結 ことを合宿の中で起きた出来ごとを使って､

･誤解されるのがこわい 果だけ注目して運営に追われてしまったかなo予想をたてて､そこで出た結果 も範囲内であって､枠から出てないO発見やbJ白み､わ くわくが無 く安堵感o こう埋めあわせるだけで､予想 されたとうり良かつたね納得みたいな感 じだったかなoこの時うまくまとめようみたいな感 じo 自分の目的意識に落 としたかったo発表の仕方も皆のお手本に

KJJ全体

学び KJJ ･共通課題はあえて強制的に同 ･合宿のイメージが自分の中でできていた最 ･掲示板だけなら噛み合わず

じものをすると見えて くるもの 初は名刺交換から始 まって､ しゃべ りづ らい にい くのだろo合宿があった

があるかも○ から小 グループ､そしてチェンジ最後は輪に からこそ､交差するo結局椎

･WEBではひとつのページが なって しめたいo 枠を作る作業はしようoみ れてい くけど､交差すること

あって様子が分か り､それも併 んなの意見をそこそこ入れたがなかなか くず によって､微妙にづれるo

せて合宿があるのだo きなかった ･合宿後の期間が短かつたの

･合宿のプログラムを作る場･決定まで時間がかかった ･議論 として､埋論的でな く､白分の場合はという話ができた であまり､使われなかった

グループ ･京大の人は思ったことをぽっ ･京大の人のメタの視点o研究として見てい ･チャットができてお互いの ･最近になって､違いばか り言っていたけぽっと書 く た話 し合いには実際に参加せずに､話 し合いの過程 とか､発言をチェックしながら､その 交流が促進された ど､本当は-一緒 じゃないか ということを思い出した

又は他者 場 というのが京大の人にどう影響 を j̀-えたのか･掲示板に出なかった人が面白かつた ･最後の言葉で､井下研は体験から､今後の行動の見本にすると言っていたができているのかo

個人 ･掲示板があったらこんなに便 ･掲示板では連絡 しか話せ なかったので､深 ･現在履修 している授業で､自分が引っ張

利 というものを提案 したかった い話ができなかった つていくのでなく､運営 とか しよいこまず､

･話に乗っかるというよりは提案する･深い話は無理 ･慶応 と京大 と違 うものがぶつかることで､気づ きがあって､いいものが生まれるんだろうなっていう固定観念があって､結局最後 まで､それを貫 き､合宿はそれを補強 いろいろな人に任せてみるoその人たちが成長するには自分はどうしたらいいのかo組織系の授業を多 く取っているo誰かが引っ張ってい くのでなく､グループ全体で どうしたらよいのか

KJJ全体 ･責任者でもありつつ学生参加者でもある○運営の一部であるのも勉強になる0 .日標意識は､京大と慶応の違いを明確化 し､自分を見つめた りとか､自分つてこうなんだよねつて知るo

-
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(参考資料 3)

感情 掲示板 KKJ コミュニケーション ･別々の掲示板だったので相互交流ができない

共同作業 ･双方のコミュニケーションが しづらい

･コミットしろという暗黙の了解があった○ 無言の圧力

学び 掲示板 KKJ コミュニケーション ･初対面の人にどう切 り込んでい くのだろうというのがあるのできっかけ作 りになる

･合宿で会うのが前提なので発言も変わる

･相手についての基本的知識を得る場

･あまり親 しくない友達 と交わすような会話o親 しい人なら深い話はできる

･京大が盛 り上がっていてもSFCが入っていない ところがあったがうまくいつてるところはキャッチボールが

できている

･メ-ルだと人が変わるひとがいる (一般的に)

･メールだと誤解を招 くし､言葉で言えばいいことを､メールで言う人がいる

･遠 くにいるひとと連絡はとれる

共同作業 ･つつこんだ話はで きない場

･離れていて もある程度議論はできた

･共通課題をお互いで活かす

･企画の段階で分業だったo オンラインで内容 を作るのは無理

･共通課題はあえて強制的に同 じものをすると見えて くるものがあるかも

時間 ･距離時間を超えるメリットがある

･時間差があ り議論は難 しい

･時差がある

･決定 まで時間がかかった

掲示板 ･掲示板は文字として認識

･KKJのカテゴリーの中に､掲示板はない

･掲示板がみんなにとって興味ある存在でなかった○強制的にみせる時間があつてもよかつたかも

･公式な意見重要な意見の区別 しづらいo 事前ののとりきめが必要o決定をどうするか

掲示板 と合宿 ･wEBではひとつのページがあって様子が分か り､それも併せて合宿があるのだ



感情 掲示板 グループ 京大の人 ･京大の一部の人に抵抗感があった (会ったら違っていた)

文は他者 ･SFC対慶応 という感 じがした

･相手 もこっちも身構えていた

･合宿で会って掲示板 とのギャップがあって面白かつた

･相手が本気で言っているのか分からない

井下研の人 ･4年生はKKJをやることに対 して不信感がないo聞いたが不安がきれいに片付けられた

･何で合宿をやるのかなどの話あいをしたら､頑張っている人のやる気をそ ぐ

･目的を話あって合宿に行 く､それを言いづらい雰囲気があった

全体 ･投稿 していな人は引け目を感 じていたのではないか

･限られたメンバーが発言 していた

学び 掲示板 グループ 京大の人 ･京大の人は掲示板 とメールの差を分かってない

又は他者 ･京大の人たちは､自分の思ったことを気にせずに言っている

･掲示板に書 き込まなかった人は､何を考えているのか分からない

井下研の人 ･ゼ ミの時間以外KKJについて話 さない

･発言をたくさんしてる人は､KKJをなんでやるのかどれだけコミットすればいいのかよく分かつてるひとたち

全体 ･連絡係 りには有効だけど､す ぐに連絡はとれないo誤解が生 じたこともあるようだ

･議論に残される人､発言 したが､誰 ものつてこない人がいた

-
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感情 掲示板 個人 コミュニケーション ･一体感がない .反応を返 して くれない .全然知らない人に違う風にとらえられたらこわい .話が続かない○疲れる

(合宿前) ･お互いの想像があってよかつた .掲示板だけの友達でなく､会う前で戸惑い .途中から発言するのは苦手

･掲示板は､独 り言のよう .自分に分からない話だと､京大の人に論破 される

参加意識 ･最初からプロジェク トを作ってきたわけでないので､口は挟めない○核心にふれずに､存在感を残す

自分の意見 というよりは個性を知ってもらいたい

･気が付いたら始まったいた○ 入るすきがなかつた○ 研究会に入って慣れるまでにいっぱいいっぱいの

時にプロジェクトが始まっていたので､ どうしていいのやら

･自分自身のテーマはなかつたが参加 してる感 じがした .やつてることの興味 と義務感 .参加 してる感 じが しない

･最初は無理 をしていたが､やらなきやKKJは動かないo かかわっていかなきゃ損

･慶応対京大 という意識はなかった .積極的に動こうとは思わなかった

･参加 してる感 じが したo何かが始 まった

･合宿前あまり見てなかったので､未読がたまってて見ると落ち込みそう

･KKJは上から与えられたものだか､掲示板で話すことで参加 してる感 じが した

･自分のいることの証明 .キャラクター出 し

掲示板 ･顔を知 らない人の行動を報告 されてもコミットできない .投稿するのに壁がある書いたら失礼になるかも

･めんどくさい .抵抗感がある .入りずらい .文章善 くのが苦手 .掲示板があることで､気心が知れた

･合宿直前に見始めたので､ もつと前に見ておけばよかつた

･知っている人にもメール書 くのが大変なのに､知らない人に対 して書 くのはいや○

･みなきゃというのでもなかった .メールを送るときはた くさんかかなきゃ気が済まない

･掲示板があることで確かにやつている感 じが した .就職活動のホームページを見る感覚で見た

･発言する抵抗感はなかった .掲示板を見ないと議論についていけない

学び 掲示板 個人 コミュニケーション ･自己紹介止 まり.合宿前に一体感ができているのが理想なんだろう .情報として知 りたかった

(合宿前) ･相手がどういう状態で見ているかわからないのでつつこんでかけない .相手を知る手助けにはなった

･キャラクターが分からなかったのでどういう風に投げていいのかわからなかった

･普段 もメールなどは1,2行で済ませる .盛 りあがっている時は､流れがあ り入 りず らい

･ある程度相手のことが分かった

議論 ･論理的に書かなきやいけない○考えをまとめる .議論になっていたら､できるだけ書 く.深い話は無理

･話に乗っかるというよりは提案する .いわゆるおしゃべ りには参加 しなかった

･議論を作っていかなきゃという意識があった .自分の意見を通すよりは､聞 くのに重 きをお く

･全 くノータッチの状態で参加するの悪い○合宿を引っ張っていくのも悪いので､盛 り上ない時に独 り言的発言

掲示板 ･掲示板があったらこんなに便利 というものを提案 したかった .関心があるわけでなかった

･準備で必要で見た .自分から新 しいものを作るという動機はない

･事務的連絡や何か伝えることがあった時は､掲示板に参加

･最初の頃掲示板の見方がわからなかったので､何が行われたいるのか分からなかった○見な くてもなんとかなる

-

8
3-



感情 合宿 KKJ 場の雰囲気 ･飲み屋での話を酒の力を借 りずにあの人数でやつたかんじ

･誕生会は結果的に大 きいものo 悪い意味では､をれをネタに作ってい くo意義深いものにしましよう

･伝いたいと思えた環境

･話 して もいいんだよっていう場

学び 合宿 KKJ 目標 ･一つの目標は無かつた

･特に共通のテーマはなかった

･プログラムを作る過程が良かつたoこの作業が重要

議論 ･合宿の企画全体が核心に触れる部分で話 していたので濃かつた

･本当に話 したいことが話せる

･議論はそれなりに盛 り上が り､みんなが話 し感動的な共感があったというよりは普通だった

･まじめな話o抽象的な話をした

･言いやすい場

合宿 ･合宿だけで もその後の交流の機会がなくなる

･合宿がメイン

･合宿のイメージが自分の中にできていたo 最初は名刺交換から始 まって､しゃべ りづ らいから小グル.-プ

そしてチェンジして､最後は輪になってしめたい○枠を作る作業はしよう○みんなの意見をそこそこ入れたが､

なかなかくず きなかった

合宿と掲示板 ･掲示板 に関する話 をしなかつたが､関係 させた方がよかつたのでは

･掲示板だけだったら､参加不参加の差が大 きい

-
同
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感情 合宿 グループ 京大 ･誕生会をしてもらったことで､自分だけ目立つちやって､他の少数派の人たちで話づ らい人がいたのではないか○

又は他者 京大の人の誕生会をやらなくてよかつたのか

･お互い深いところで話せた人がいた

･あまり感情をださないような人が､ある人の個人的な話を受けて､自分の弱い部分を表面に出せるのがよかつた

井下研 ･個人に対 しての仲間意識はあった○ 共通点を全体で感 じたoSFCに仲間意識を感 じたかというと､

外から見たという意味であったが､まとまっていなかった

･合宿などやろうと頑張っていた人は､責任感があった人たちで､何か係 りなど仕事を持っていた

･合宿係がひっぼってくれた

･運営 してい く人に仲間意識があ り､4年生として､合宿を通 じてみんなに成長 してもらいたいという思いが共通

･あまり話さない人はどう思っているのか .同じテーマに分かれた仲間意識があつたが､分かれたと同時に崩壊 した

･掲示板のイメージで勝手な先入観にとらわれていた

･SFC対京大というのがあえていえばあつたがそれを超えてひとつになっていた .違う環境で育った人たちだった

全 体 ･合宿中はなかつたが井下研には見えない壁があ り､京大の人たちの方が親 しみを覚えていた

叉は ･仲間意識は最初京大に入れてもらっているように感 じていたが､だんだん全体で仲間意識

2校の比較 ･掲示板 と違って相手の反応がわかるので安心できる

･名刺交換会の時はあまりなかつたがグループに分かれて仲間意識があった

(スタッフに)観察されている仲間意識があった

･ホームグランドが無かつたので､慶応だから京大だからは軽かつたo 慶応は､慶応らしさが出てなかった

･尊重できないんだけど､尊重 しなければならない苦 しさがお互いあった

･議論の場でみんなが素直になっていたo 井下研でも本音で普段話すけど､自分の話すことを

否定されることはない○ 京大の人が本気でつつこんで くれてうれしい研究会でやるのは無理

･仲間意識は2日目ぐらいから

･仲間意識は意識 したことはないが､別れてる感 じはしなかつた

･一部の人に仲間意識があるが全体にはない

学び 合宿 グループ 京大 ･WEBでのイメージと合宿でのイメージの違いは全 くない

又は他者 ･京大の人のメタの視点o 研究として見ていた話 し合いには実際に参加せずに､話 し合いの過程とか､

発言をチェックしながら､その場 というのが京大の人にどう影響を与えたのか

全 体 ･議論の場話 している人や聞いているが涙 ぐんでい 草 o つつこむ人がいたので涙 ぐんだのだろう

又は ･議論をしているときまわ りがうれしそうだった .内面と内面をぶつけ合うことができた人が思い入れがある

2校の比較 ･SFCは理系でも文系でもないが､京大の人は哲学的に考える人は何を考えても､哲学的で理系の人は

何でもグラフOSFCは意見がえり好みされるo 自分に何をもたらして くれるのかo能率主義的

･弱い意見と強い意見があったo対立はしてないけど､もみ消 されたo ネットの時からそうだったo

-
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感情 合宿 個人 話す ･関西弁につ られた .SFCに人と話す方があの場では話づ らい

･あの場で標準語を話す と嘘を言っているような気がする

･ぼけとつつこみのコミュニケーションに苦労 した

･関西人と話すのに必死だった .言いたいことが言えた

･慶応 と京大の違いについて話 していたが一体感を感 じた

･理路整然と話すグループにいたのでそれそれで面白かつたが､ もつと深い話がしたい

･名刺交換会の時どういう言葉で しゃべるのか心配o少 しテンションをあげた

･最後の一言で､めずらしく段取 りをとって､考えてこれとこれと順番を考えて話 した

･みんなに伝いたいけれど中途半端に理解 して欲 しくない○表現の仕方を迷っていた

気持ち ･まだ研究会の人と仲良 くなってない段階で京大の人 も混 じっておいつかなかった

･気持ち的にあつかった .最初の方はテンションが京大の人と違っていたが､最後は同じ

･最初に目的を持っていけたら､積極度は違っていた

･係 りをしていたら､責任を果たすことになり､もう少 し前に目標が見つかったo 掲げられたのでなく納得いく目標で

･掲示板がなかったらもう少 し打ち解けるのに時間がかかった

･私の人生の中で一番自分の心がどう動いているのか表現 している時

･本当に心と心の触れ合いを感 じた

･ ｢発言が苦手な人をそのまま殺すのでなく､皆が聞 く努力をしなければ本当の話あいにならない｣という意見を

聞いて楽になった .なにしてるのかな私

･掲示板に投稿を一度 もしてないので疎外感 .最初の頃は早 く帰 りたいo頑張っていてよかつた

･引いて見ることができなくてショック

実際動かすことで精一杯o表面的な反応 と結果だけ注目して運営に追われて しまったかな○ 予想をたてて､

そこで出た結果も範囲内であって､枠から出てないo発見や面白み､わくわくが無 く安堵感

･違いにこだわっていて､最後に出た意外 と同 じということを実感できなくて､悲 しかつた○ 残念だ分が言ったことは

間違ってるとは思わないけど .プレッシャーに感 じてる部分に触れられ､限界にきてしまった

･最後の一言で､感謝の気持ちとショックの気持ち○今まで､思ってきたことはそれがすべてだった○

これからどうしよう

･皆についていけず冷静だった

誕生会 ･誕生会は異文化体験だった○ 京大のいきおいに飲まれていたが､こちらの意見も尊重された

･誕生会をしてもらって幸せいっぱい

･KKJの場で弱い意見 と強い意見があつたと思 うが､誕生会の時一体感を得た
･誕生会をしてもらって､話せるようになった○ その前にも､緊張 しながらも発言することはあった

合宿 ･合宿で会って､掲示板でこうゆうことを言った人だというイメージは形成されていた

･合宿の時掲示板がないよりは親 しみがわいた

･自分の発言が認められない不安

･大勢の人の前で､話すのが苦手

I
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学び 合宿 個人 議論 ･あまり人と話 した覚えがない

･関東 と関西の違いについてよく話 した

･お互い人生の価値観 とか深い話を､一語一語言葉を選びながら考えながら話 した

･議論 としては､結論 を出すもの じゃなかったo 他の人の意見が開けてよかつた

･議論 としても発表としても楽 しめた○ 自分が発言 したことがきれいに通ったことがあったo 京大は下から積み上げ､

SFCは上から

･議論のテーマ自体何 を話 したいか決めて興味あるものを話せたので､後に残った

･必死に自分の中身を伝えようとした

･聞く態度を学んだ○答えを要求 しないお しつけない

･京大の人に井下研を説明するのに､形式にこだわったり､伝える､わか りやす くをやたら重視 しす ぎた

･自分の考えとか内面 とかの話がで きなかった○ 就職活動でずつと言ってきたような話 し方で奔走 してた

･湧き出てくる感情がなかったo 唯一の視点の違いにこだわってしまった

･言いたいことが言えた .もう少 し話 したいとかインパク トがあったとかがなかった

･あまり話さなかったo話す きっかけがなかった

･掲示板のあの人は誰かと結びつけちゃう○ 発言 してない人とは 1からの関係

･ボディーワークで､天国に行 き､体験型授業で議論 した り､ 1回上がってみて上からみようよ

･よく生 きるというテーマで､みんなの体験で話すか ら印象深い

･観察 していた .KKJをなんでやるのか考えていた

気付 き ･sFCにいて当た り前 と思っていたことが､当たり前でないことが分かったo それから気をつけてみると､そうだな

(得たこと) ･生徒同士の見えない壁を取 り除 くためにも､京大の人の ｢笑いが必要｣という話が印象に残った

･自分 と違う相手が居ることを知った

･自分 自身の心の成長 と価値の広が りがあった

･慶応 と京大と違 うものがぶつかることで､気づきがあって､いいものが生まれるんだろうなっていう

固定観念があって､結局最後まで､それを貫 き､合宿はそれを補強

･発言 しないからだめなんだと思っていたので､京大の人の発言で､そういゆ考えもあるのか

･合宿で得たことは､人前で話すことが苦 じゃなくなった

･何か形にしてやろう○ そこから何か得てやろう

･視野が広がった

･自分たちを客観的に見ることができた

･あとで異文化は意識 しなかった

･異文化交流がテーマ○京大 と違いがあるのではと考 えていて最後同じという言葉を聞いてそうかo

無理にでも探そうとしていた

楽 しさ ･マイナスからプラスにイメージがかわり掲示板 とのイメージのギャップを楽 しめた

･夜中寝ないで話 した

1
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感情 掲示板 KKJ 様子 ･ ｢合宿が楽 しかつたね｣メールが盛 り上がった

(合宿後) ･合宿後話すことができたのがメリットだが､途絶えてしまった

･合宿の後の方が掲示板が暖かみをもってきた

掲示板について ･相手について深める場

･合宿が盛 り上がったので掲示板だけだとつまらなかつた

学び 掲示板(合宿後) KKJ 議論 ･後で､合宿での議論の続 きを深めようというものでもない掲示板について ･掲示板が確保 されたことで一連の流れがあった

･もし掲示板が無かつたら､個人的な交流になり､予想外の人とのアクシデント的反応が無い

･連絡を取れる場

･掲示板だけなら噛み合わずにい くのだろo合宿があつたからこそ､交差するo 結局離れてい くけど､

交差することによって､微妙にづれる

感情 掲示板(合宿後) グループ又は他者 メ.)ツト ･掲示板なら話せるという人がいたのではと思う

学び 掲示板 グループ メリット ･自分にはメリットはなかつたが他の人には有用だった

(合宿後)又は他者 ･チャットがで きてお互いの交流が促進された

感情 掲示板(合宿後) 個人 掲示板 ･掲示板が無 くつても参加が少なかつたので､合宿の前と後で掲示板の差がなかった交流 ･参加している人を知って､その人とつながっていたいo連絡をとりたい

･楽 しかつたねのメールが盛 り上がったのは､くだらないけどうれしい○けれど､それだけで終わつたのが残念

･就職活動があ り途中で帰ってしまったので変に口を挟めない共有している何かは大 きいo

2日目の夜が盛 り上がっただろう○ ビデオをなどを見たら悲 しくなる

学び 掲示板(合宿後) 個人 交流 ･合宿の前と後では掲示板の見る目的が変わった

･研究会の相談 を京大の人にした

学び 研究会 KKJ KKJと研究会 ･KKJと研究会は全 く別物 .研究会としてなんだったのかわからない

･研究会を変えた人のKKJの影響はないo知識 とか確かなものを習得 したかつた人

コミュニケーション ･京大の人は井下研のメーリングリス トに感 じる しり込みはない
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又は他者 ･みんなよかつたと感 じてることで井下研の雰囲気 もよくなった

･井下研だけならKKJのような話あいはで きない

･専門性とかを求めて研究会を変わったひとがいた

･コミットしてる人と迷っている人の差が激 しい

･迷つちやった人は研究会を出てしまった人 もいたが､残って溶け込 もうとしてる人 もいる

･井下研 としてのアイデエンティティが難 しくなる

･4年になるとよくわからないもので も腹をくくつて参加

･京大の人が個性が強かつたので､こちらもがんばらねばという気にさせ られた

･より多くの人と交流が持てたということは良かつたけど､研究会同士の短い太いパイプがなかった

･3年生の間で信頼感がなかった

･もとから大変だつたが京大を見た刺激があった○ どうにか しなきゃ

･KKJに行つたから､結束力を固めるということはあまりない

･KKJ自体研究会に与えた影響はない

･他のグループと接触 したことによって自分たちが同一カテゴリに属 していることを認識 させ られたのではないか

感情 研究会 個人 先生 ･先生が何を考えていたのかわからなかったのは私 も一緒だった

･先生 と話す時間が欲 しかつた

･先生 とのコ ミュニケーションが取れなかった

研究会 ･研究会とKKJは別のことをやっていて､自分のテーマが2転 3転 した

･研究会での仲間意識があったらKKJも変わってた

･研究会を変えようといっても具体的にはな く､不満ばか り言っていた

･合宿の場で研究会について話 している人はいたが､興味はなかったo

研究会がこうあるべ きと思う前に､単に自分が純粋にや りたいことを反映で きればいい

学び 研究会 個人 研究会を移る ･他にや りたいことがあ り､いいところを伸ばしたいので研究室を変えた○井下研で学べるものは

今は欲 しくないものがあった .移った研究会は個人ベース

･KKJでの刺激 もあるが､井下研究会に入る前から興味ある分野が他にもあ り研究会に移った

気付 き ･京大と交流 したことで､こちらの研究会のこともよりわかった



感情 現在 KKJ 目的 ･ある程度 ガイ ドがあって､目的を与 えてもよかつたのではないか

･意味が後付けo 目的があって行 ったん じゃな くて､ とりあえずやつてみて､目的を考える

･もつと目的を考える場があつて もいいん じゃないのか9 目標 を掲げられても納得はいかなかった

運営 ･来年経験者が交 じることは､ 3年 と4年の交流の場 を作 っておけば､漠然 とした不安が開けてア ドバイスにな り､

いいと思 う

･みんないい印象は持 っているけど､合宿で 2泊 3日すればで きるのでないか

･内面の請 じやな くて も､この人 と話せたとい うことで価値 を見出せたか も

･経験者 と未経験者は交ぜない方がいい

･合宿 を早い時期 にやって､3年同士の交流の場に して もいいか も

その他の感情 ･京大には始め対慶応 というがあった らしい○

･現在参加 しているプロジェク トで内面の話 をし､みんなが理解で き､自分 も言いたいことが言えた時､

感情 現在 グループ又は他者 気持 ち ･ス タッフの人に何かをしてあげたい気付 き ･最近になって､違いばか り言っていたけど､本当は一緒 じゃないかとい うことを思い出 した

学び 現在 グループ又は他者 気付 き ･最後の言葉で､井下研 は体験か ら､今後の行動の見本にすると言っていたがで きているのか
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感情 現在 個人 ビデオを見て ･最後の一言 を見て､自分の意見が通っていい気になってる気がする

･最後の一言 を見て､伝わらなかったかな○ 伝わった人には伝わつたと思 う○ あの形で伝えたからインパク トがあった

･最後の一言 を見て､ 日常生活では忘れちゃうo普段の生活で出そうと思わないまたビデオで見ると複雑

･最後の一言 を見て､違いにこだわっていた自分が恥ずか しい

･最後の一言 を見て､最初から予想 されたことを合宿の中で起 きた出来事を使 って､こう埋めあわせるだけで､

予想 されたとうり良かつたね納得みたいな感 じだったかなo この時うまくまとめようみたいな感 じo

自分の目的意識に落としたかったo 発表の仕方 も皆のお手本に

･最後の一言 を見て､掲示板に書 くのがめんどくさいというのを言っていなかつたな○ それを言いながら

考えていたのに○ これで全部 じゃなかったんだけど､話がまとまつちやった

･最後の一言 を見て､なんでそ こまで片意地を張って しなきゃいけなかったんだろう○ 何 をしてたんだろ

･最後の一言 を見て､KKJに力 を入れてなかつたのに､もっともらしいことを言っているな

KKJへの気持 ち ･KKJが私個人を変えちゃうほど大 きいものではない .もう一回やつても同 じようには感 じられない

二人の精神が融合するような体験､幸福感､安心感はどこか今で も残っている

･短期留学の経験に似ている

･目標がわか らなかったから話題にしたくない

･よく分からないけどやつて良かつた

･春の井下研 だけの合宿をやって､秋の時期にKKJをやつたら自分自身のコミットの仕方 も変わった

気付 き ･自分のスタイルでやっていて多分衝撃を与えただろうo周 りにあわせればよかつた

･みんなが､KKJで感 じたことを､(今自分が感 じてみて)いいと思った

その他の現在 ･合宿を途中で帰ることがなかったら､最初から飛ばさなかったか もo飛ば したつ もりもないが

の気持 ち ･今なら研究会とKKJを関連づけることはで きる .新 しい研究会で､自分をいかせてる○満足

･誕生会をしてもらったことは自慢 .今思 うと信 じられない

･今は掲示板 に抵抗感はない .機会があれば京大の人に会おうと思 う

･誕生会はよかつたが後になって考えるとちょっとやらしかつたかな

･企画をして くれた､スタッフに何か してあげたい○ みんなにとってもプラスになった思 うので

学び 現在 個人 気付 き ･今考えると目的とかあつたと思 うけど､あの時期にやるのはどうかと思 う○ 秋にやるなら就職

活動 を前に人と話すことで自分 を知るo初めてあった時の印象 しか知らない人と話 して何が分かるのだろう○

今やるなら､私を知ってる人 もいて､初めてあった人からの印象 も分かる

･なぜ京都と慶応が集まって､わーあわ-あやつてなんだったのか と思 う

･就職活動を して､自分の過去 をプラスの方向か ら､ある意味偏った方向で話 していた ような気がする○

いい と思っていることが壊 されていい気付 きだった

現在の行動 ･現在履修 してる授業で､自分が引っ張ってい くのでなく､運営 とか しよいこまず､いろいろな人に任せてみるo

その人たちが成長するには自分はどうしたらいいのか

･組織系の授業を多 く取っている○誰かが引っ張ってい くのでなく､グループ全体でどうしたらよいのか

-

9
1

-



感情 現在 KKJ全体 目的意識 ･全力を捧げるo合宿キャンプに興味があったO .KKJは春学期の軸

･何かを決めなければならないという制約があ り､振 り回された

･KKJを通 してかやの外にいた感 じoそれを最後まで通 して しまった

･つ くりあげるというよりは､場を提供 された

･KKJに目的が持てなかった .春学期すべてKKJだったら､ もつとわかった

･京大に行 きたかったので､京大に興味があった

･KKJは上から与えられたものo場所 とか日にちとか係 りとか関与 してない

･目標があって集まるんだったらいいけど､先に場が与えられてそこでやんなさいという感 じでよくわからない

･終わった後意味付けはで きるが､KKJ最中はなんだかわからない

運営 ･スタッフにとつての目的はなんだったのかo京大の先生は最後 ｢満足だった｣と言っているが何に満足なのか

･先生は何を考えていたのか

･始めは自主参加だつたからモチベーションが高 くない .いつのまにか強制参加になっていた

･実験台にされた

･絶対参加と任意参加が途中で変わったところで違和感があった

･最初のたちあげの段階から自分がや りたいoKKJどうしようかo場所 どうしようかo合宿は就職

活動のため参加 しないつもりだつたが､ どうせ参加するなら打ち上げ花火

学び 現在 KKJ全体 KKJとは ･やってよかつたけど､言葉では言えないo大人になったかな

･KKJをまとめると､｢最初目立たなかったけど､誕生 日だからといって意見が言えるようにして く

れてた○あ りがたい場だったo｣

･KKJをまとめると､｢考え方を学ぶこととか感動とか公私の部分で話 し合える企画｣.大学のゼ ミと
京大の人たちと合宿を通 じて主にコミュニケーションについて実践的に学んだ

･KKJは=あいの り"に似ている全 く知らない人たちが､同じバスに乗って どつこかに向けて旅 している

目的自体もわからないけど､お互いのこと理解 しようとしているo共同作業を通 じて

学んだこと ･学んだという意識はない

･責任者でもありつつ学生参加者でもあるo運営の一部であるのも勉強になるo

･KKJは学んだというよりは心に残ったo 学ほうとして学んだのでなく結果 として残った

･目的が見えなかった

･京大 と慶応の立場 を同じにした方がいい

･KKJをまとめると ｢京都大学とSFCの違いと共通点を語った合宿でいろいろな人と仲良くなれたことが一番｣

目的意識 ･自分な りに価値を見 出さなければいけないのだけど､見出せなかったoよくわからなかったo 枠があった

･KKJの共通のテーマは見えなかった

上から与えれれたものだったo舞台が用意されていた

･目的を与えるoけれど下手に与えると自分が違いにこだわってしまったように､こだわってしまうかもしれない

･合宿自体の意味や目的を考えていた

ー

9

2
-


